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麻布大学、J リーグＳＣ相模原とクリーンパートナー契約締結 

「クリーンスタジアムプロジェクト」を支援 

麻布大学 

 

麻布大学（学長：浅利昌男、本部：神奈川県相模原市、URL:https://www.azabu-u.ac.jp/）は、

株式会社 スポーツクラブ相模原が経営する「ＳＣ相模原」（J3 リーグ所属）とクリーンパートナ

ー契約を締結したことをお知らせします。本契約により、リユースカップの導入とゴミ分別回収の

促進を支援します。本学がＳＣ相模原をサポートするのは３年目になります。 

 

本学は、SC 相模原が相模原ギオンスタジアムにて開催するホームゲームにおいて、スタジアムで

販売されるドリンク及び観客が持参するペットボトルや缶の飲料水を移し変えるクリーンステー

ションの命名権を取得し「麻布大学クリーンステーション」を設置します。 

合わせて、同クラブが取り組むリユースカップの導入・回収と、ゴミの分別を実施するクリーン

スタジアムプロジェクトを支援していきます。リユースカップには、麻布大学の名称が表記されま

す。またマッチスポンサーとしても、1 試合の開催を支援します。 

 

さらに本学はクラブとの交流を推進し、選手・スタッフの派遣により地域住民や学生、生徒が参

加するイベントを企画・開催します。昨年度は、ＳＣ相模原との共同開催による特別講演会「スポ

―ツ栄養」を 2019 年 12 月 6 日（金）に実施して、本学の生命・環境学部食品生命科学科の守口徹

教授の講演と、SC 相模原の選手も参加したパネルディスカッションがおこなわれました。同イベン

トには相模原市内の小学生をはじめ地元市民の方が多数参加した地域交流イベントになりました。 

 

麻布大学は、教育研究理念として「地球共生系～人と動物と環境の共生をめざして～」を掲げて

おり、環境活動に取り組んでいます。SC 相模原の理念に賛同し、地元地域のスポーツクラブの支援

を通して、相模原の地域活性化に協力して社会貢献を進めていきます。 

 

 

【クラブ概要】 

法 人 名 株式会社 スポーツクラブ相模原 

クラブ名 ＳＣ相模原 

代 表 者 望月 重良 

所 在 地 相模原市中央区相模原5-1-19 

公式HP: https://www.scsagamihara.com/ 



 
 

 

●【クリーンパートナー契約の内容】に関して 

◆リユースカップの導入 

使い捨て紙コップから、繰り返し使える｢リユースカップ｣に変えてドリンクを販売し、スタジ

アムの売店で発生するゴミの量を削減します。 

◆ゴミ分別回収の促進 

スタジアムに種別ごとのゴミ箱を用意した、クリーンステーションを設置し、分別回収の徹底

を図ります。 

 

 

＜参考情報＞ 

●麻布大学について 

麻布大学は、今年 2020 年には創設 130 周年を迎える獣医系大学として二番目に長い歴史を持つ

大学です。私立大学として動物学分野の研究に重点を置くトップクラスの実績を基盤に、新たな人

材育成に積極的に取り組んでいます。 

本学は、獣医学部（獣医学科、動物応用科学科）と生命・環境科学部（臨床検査技術学科、食品

生命科学科、環境科学科）の 2学部 5学科と大学院（獣医学研究科と環境保健学研究科）の教育体

制に、学部生：2,492 名、大学院生：82 名が学んでいます（2020 年 5 月 1 日現在）。１つのキャン

パス内（神奈川県相模原市）で、人・動物・環境に関する教育・研究を実施している国内唯一の大

学です。 

麻布大学の概要：https://www.azabu-u.ac.jp/about/ 

 

 

●本件のお問い合わせ先  

＜広報部門の連絡先＞ 

・広報課 担当：池田、海保 

・電話：042-769-2032、メール：koho@azabu-u.ac.jp 

・HP  https://www.azabu-u.ac.jp/ 


